
佐
々
木
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
、

議
長
に
沢
田
委
員

（
盛
岡
）
、
副
議

長

に

佐

藤

委

員

（
東
京
）
が
選
出

さ
れ
た
。

坂
口
委
員
長
よ

り
、
政
治
情
勢
、

17
春
闘
、
フ
ク
シ

マ
原
発
、
安
全
安

定
輸
送
に
つ
い
て
、

お
か
し
い
こ
と
は

お
か
し
い
と
言
え

る
職
場
に
。
組
織

拡
大
で
は
国
労
運

動
の
継
承
を
粘
り

強
く
話
し
込
む
こ
と
と
挨
拶
を

し
た
。

委
員
か
ら
公
共
交
通
の
廃
止

三
江
線
存
続
へ
の
運
動
。

春
闘
１
５
０
０
０
円
要
求
を
具

体
的
に
し
て
。

じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス
ト
、
珪
砂

に
よ
る
健
康
被
害
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
30
年
を
問
う
。
安
全
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
で
の
宣
伝
、
ビ
ラ

配
布
を
行
っ
て
い
る
。

組
織
拡
大
は
前
進
し
て
い
る
。

30
年
の
検
証
で
分
割
民
営
化
構

造
矛
盾
が
あ
る
。
地
方
ロ
ー
カ

ル
線
、
Ｊ
Ｒ
三
島
は
国
で
の
施

策
で
対
応
を
と
書
記
長
集
約
が

さ
れ
た
。
特
別
決
議
を
可
決
し

団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

今
現
在
、
日
本
の
労
働
組
合

員
数
は
正
社
員
は
減
っ
て
い
る

が
、
非
正
規
社
員
が
増
加
し
て

い
る
の
で
１
０
０
０
万
人
と
現

状
維
持
が
続
い
て
い
る
。

通
常
、
労
働
者
と
使
用
者
の

力
関
係
は
対
等
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
労
働
者
は
一
人
で
は
力

が
弱
い
の
で
、
労
働
組
合
を
作

り
会
社
に
要
求
を
し
て
い
る
。

労
働
者
は
資
本
を
持
た
な
い

の
で
、
労
働
力
を
売
り
、
賃
金

を
得
て
い
る
。
自
分
の
職
場
を

働
き
や
す
い
環
境
に
し
て
い
く

た
め
に
労
働
組
合
が
必
要
で
す
。

仕
事
で
大
変
な
思
い
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
回
り
の
人
と
話

を
し
て
み
る
と
、
み
ん
な
同
じ

思
い
を
し
て
い
る
ん
だ
と
気
づ

き
ま
す
。

第８号 こくろう みと 平成２９年３月７日

組
織
拡
大
は
早
急
の
課
題

労
働
組
合
は
必
要
な
の
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つ
な
げ
よ
う

技
術
（わ
ざ
）と

魂
（こ
こ
ろ
）と運

動
を

１
月
28
日
、
都
内
で
拡
大
中
央
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
30
年
を
振
り
返
り
、
「
分
割
・
民

営
化
」
の
構
造
矛
盾
を
明
ら
か
に
。

２
月
11
日
、
百
里
平
和
公

園
で
初
午
祭
が
開
催
し
た
。

百
里
基
地
反
対
同
盟
や
地

域
の
人
、
政
党
、
労
組
、
団

体
と
県
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
参
加
し
た
。

一
坪
運
動
の
方
よ
り
、
平

和
の
た
め
に
使
う
な
ら
土
地

を
売
る
と
訴
え
て
い
た
。
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も

う
と
ア
ピ
ー
ル
が
さ
れ
た
。

地
元
の
方
よ
り
、
お
神
酒
、

赤
飯
の
差
し
入
れ
が
あ
り
平

和
を
訴
え
た
。

百
里
基
地

初

午

祭


